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概 要 　人 に 於 て 精子免疫 に 基 ず く不 妊 が 存 在 す る か 否か を 検 討 す る た め に ，先 ず 成熱 モ ル モ ッ ト を 用 ・

い 4 群 〔1 群 ，モ ル モ 。 峰 丸 乳 剤＋ Freund
’
・ Adjuvant （F・Adj ・）注 射 群』 群・モ ル モ ・ ト肝

乳 剤 ＋ EAdl ．注 射 群．　 Ill：群，　 F．　Adj ．の み 注射 群．　 P聯 鰤 置群〕 の 実験 を 試 み た L 酬 後 約 3

週後 ｝． ，i ）抗 原 と し て モ ル モ 。 ト精 子 乳 剤 （蛋 白 含 di　O・69 ／dl・ 0・5皿 1） を 注 力U　L て 湯 咄 子宮 に

よ る S 。h。lt。 ．D 。1・ 試 験，　ii） −L・・ レ モ 。 賭 子 乳 斉ll（蛋蛤 量 0・6・9・i
’
dtの もの を 原 液 抗 原 ）を 抗原 と し

て 醺 に 論 麟 反 応，ili）蠕 噸 管 ， 1“．分 泌 液 の モ ル モ ・ 備 子 闘 す る 精 子 樹 化作騰 搬

べ た． 1瀰 S・h・ 1tz−D ・1・ 試 験 で 14例 中12例 （85・7％ ）陽性，沈 降 反 応 で は 6 例 中 4 例 陽 1生で あ つ

、： ．粘 子 樹 化 作 歌 麟 で は 対 照 眦 噸 著な 樹 化椰 が み られ た ・鮮 鮮 及 び 馬 生 謄

の 蜻 ll脚 EAdl ．撼 作 し た 成 熟雌 の 棺 を 膨 共 に 易咄 し ・当 該 抗 原 を 子 離 部・ 子宮内に の

み 注 入 す る に 子 宮 収 縮 は み ら れ な か つ た が ， 子 宮 漿膜面に 接 触 さ せ る と ，顕 著 な 収 縮 が み ら れ た．又

1群 の S 。h 。 lt。−D ・1・ 轍 で 精 子 乳 郵亅源 の 微 量 輔 い る と 反 応 は 陰性 で あ り・陽 睡 な る た め t「c は

騒 ＿糧 以 ．ヒの 抗 原 の 量 祕 要 で あ つ た ． 1，L 亜」 鮮 鹹 熟 雄 と 同 謝 し め 騒 6 ヵ 月に わ

た 嘲 察 し た 所 ，1群 で は 10例 巾 2例，皿群 で eSIO 例 中 6 例 ， 騰 で は 6 例 中 4 例・瞬 で は 6 鮒 ！

5 例妊娠 し
， 明 ら か に 有意 差 を 示 し た ，か くの 如 く モ ル モ ッ ト で は 免 疫 を 強化 す る こ と に よ り，人工

不 妊 を 起 し 得 赫 ，・ れ 購 瀞 子
，
膚腟部 ， 子 宮 内 壁 に 接 触 し て 輔 が 起 り不 妊 靤 す と考 え る ： O

も 庫 ろ 子 宮 内 瀕 管 ，欝 の 分泌液 巾 の 抗 精 子 抗体 吐 め 精 子 の 不 動 化 が起 り図 く妊 が 起 き る 拷

焔 加 腰 当 で あ ろ 5．次 臥 嚇 挽 疫 に 基ず く不 妊蒋 在 す 疎 ら ば 上 述 の 成 績 か ら・備 瀕

群 腋 の 謝 耐 す る 作 用 腫 視 す べ き で 婦 か ら 源 因 不 明 不 妊 ，max ・　
一
［
』
代 麻 婚の 鰍 の 血 清

を と り，人 精 子 闘 す る f怫 妣 較 検 討 し た が，不 妊症ZIA と 対 照 の 各 ・ 20人 ・ の 間 薩 瑠 め 徽

か つ た ．又 不 妊 症 と経 産 婦 人 の 排 卵 期 の 頚管粘液 を 採 り 人 精 子 に 対す る 作用 を検 べ た が 有意差は な か

つ た ．更 喫 康人の 融 を と り，生 理 館 水 を 厭 ，ガ
ー

ゼ で 濾 過 し漣 沈 沈渣
‘
°浮游灘 作 り・

凍黼 蠏 L ，蛋 白 含 量 12。！r・1　 v・ 稀釈 し 不 雛 ，髀 ・＋ 代 の 未婚婦 人 の 皮 1雛 0・05皿 碗 注 射 し・15

〜20分 後に 反 応 を 検 べ た が 有意 差 は な か つ た．故 に モ ル モ ッ 1・で は 免疫 を 強 化 す る こ と に よ り人 工 不

妊軆 し 得 た が，人 で 岶 然性交 職 ・ 離 器 よ 吸 収 さ れ る 精糧 黴 凱 ・た め 蒲 子 鬮 す る抗 体
．

の 産 生 量 が 少 い た め か 体液 中 に は 不 妊 を 起 す抗 糟 子 抗 体 は 誑 明 され な い ．従 つ て 体 液 内抗 精 子 抗 体 に

よ る 不 妊症 の 存 在 は ，人 に 於 て は 考 え られ な い ．

　　　　　　　　　　緒 　　論 、

　精 子 免疫 に 基 く不妊に つ い て は ， 古 くか ら 幾多 の 研

究 が な され てい る．即 ちLundsteiner1 ），Metclinikoff2｝，

Metalnikovs〕等 に よ り，精子や睾丸抽出液を動物 に注 射

す る と ，
こ れ に 対す る抗体が生 じる こ とが立証 さ れた．

叉 V
’
on 　Moxter4 〕 は羊精子 を 家兎 に 注射 して 得 た 崩 清

は，羊精 子 に 対 して 著 しい 毒性 の あ る こ とを認 め，Farn
『
um5

）
は雌家兎腹腔内に，犬，牛，人 の 精液 ， あ るい は，睾メし

抽出1液 を注射 して得 た 各抗 血清ほ ， そ れ ぞれの 抗原 と特

異的 な沈降反応 を 示 す の を み た．Pfeifferfi　
’

も牛精子抽

出物で免疫 レた 家兎血清は，牛の 精子や睾丸抽出物と反

応 し， 他臓器抽出物 とは反応 しな い と し ，
Taylo ビ も鮭

精子で免疫 した家 兎 血 清 は，鮭精子 に 対し毒性が あ っ た

と述 べ て い る．Eise皿 anli
｝

は 家兎 ， 白鼠 モ ル モ ツ トを

そ れぞ れ 同種動物精子 で免 疫 した 所 ，冢 兎 の 抗 血 清 は 家

兎精 子に 悪影響 が な く，白鼠精子 に 対す る 免疫 血清 は．正

常 並L清 に 比 し，幾 分 運勁阻止作用 が あ る こ と を認め た．

叉，モ ル モ ッ トで は 免疫 血 清 の 精子 に 対す る運 勳阻止 作

N 工工
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一

1肩が 最 も顕 著 で あ る こ と を確 か め た，Ilenle ＆ Henle　l〕

シ」精 チの 抗原構造 に 関 ↑羊細 な 研究 を な し，精 ∫ の 頭

部，尾部 は ，そ れぞ れ 異つ た 抗原性 を
．
有ナ る こ1と を 示 し

た ．以 Eの 如 く，精 rに抗 原 性 の あ る こ とは
， ほ 朝 蛇，

か と な っ たが ，尚，精ヂ 免疫 に 基 く不竏 X存在す る か 否

か に就 い て 獅 舗 がな し・．即 ち，Dittler’°） 1塚 兎 の 射

精 女 液を腟 か ら吸引採取 して ，’2 〜IO口 突 兎 に 注射 し た

所 ， 注射に よ り全身状態 や排卵は 阻害 され 聡，しか も免

疫家兎は 4 ヵ 月 以 E不妊 とな
一．・た と い う．McCartneyM

ぽ 1963年 に ， 白鼠精子 を雌白鼠 の 皮 下 に注 射 L ，lil呻 ，

膣内に精子 不 動化抗体 の 出現を認め ， 同時に 受胎事 ！）低

下をも発表 した ， N ， 産卵期 の 雌鶏 を鶏精 子 で 尭疫 す る

と産卵数 に 影響はな い が ，一・
定期問 は 未 受 精卵 を うみ ，

肝柚 出液 を洪 射 した もの で は，か ts る こ とが な か つ た と

し ， 妊娠白鼠 に 白鼠精子 を注射 し た所，13匹 中 5匹 が 流

産 した と報告 した．Kennedy1蹴 よモ ル ー1’・ ッ 1・精イ モ碓，
雌 モ ル モ ッ トに 注射 し，両者 に 不 妊 を起す こ と が 出来 ，

その 抗 」血清 に は 精子 不動化作用が あ り ， 注射 を うけた 雄

に は ， 睾丸 に退行変性 の起 つ た もの が 亦　・た と述べ ぐい

る．Guyer13弓ま牛睾丸抽出物 を 雌 白 鼠に 注射 1．、　C一過 L
又は永 久 に 不 妊 を招 来 せ し め た．PommereDke ：4

』．
は 易 兎

精子あ る い は 睾丸抽出物 を雌家兎 に 注射 し，6 一器 週間

の 不妊を起 して い る．FogelSon15》

は 同種 あ る い は 異種精
子 を雌 白 鼠 に 注射 レ，6 〜と9迎間の 不妬をオ1テニ し ，町 田

1・ヌ

も ま た マ ウ ス 睾 丸抽出物 を成熟雌 マ ウ ス に注身ゴ
・
し，一

時的 に人工 不 妊 を お こ し て い る ．　 しか しな が ら，　一
方

Eastman ］？）・ParsonsiE｝，　Wang ゆ

等は抗精子 抗体を認 め

た が ， こ れ に よ る不妊は実証 し得 な か っ た の で，抗精手

抗体 と不 妊症 と は 関連 しな い もの と考 え て い る e 所 が，

近年に い た り，
Freund2 ° ）が Freund ’

s　Adjuvant を免疫

学 に 導入 して ， 抗 体の 産 生 を強め て 以 来，再び，こ の 間

題が と りあ げ ら れ てい る．磯 島
21 ｝ 鋤 Katshzs〕 24） 1ま同種

睾丸乳剤，若 し くは 同種精了に
，
Ffeund ，

s　Adjuvalltを
加 え て雌 モ ル モ ッ トに注射 し．数種の 実験を 試 み て い

る v 私 もまた ， 人 で精 子免疫 に 基 く不 妊 粧 婦 人 が存在 ず

る か 否 か ヒ検 討 す るた 瑚 こ ，以 下述べ る 実験 を な し ， 次

の 成績 を得 た の で報告 ナ る．

　 1 ．同種睾丸乳 剤 感 作雌 モ ル モ ッ トに 於 ける

　　抗体の 検索

　寞験材料と方法　実験 に は ，　5Ω0〜 6509 の 成熟雌 モ

ル モ ッ トを 用い た．免疫抗原 と して は，雄成熟 モ ル モ ッ

トの 睾丸 を使用 レ， 先ず剔出睾丸か ら被膜 を剥離 し。睾

頭実質の み を 取 り出「し，乳鉢で磨滅乳剤 と し， 等 重 の 生

理食friri〈を加え混 じ， こ 糠 ．．鐘 の F ・eund
’
s　Adlu 。・ ・t

（：以
「1
ドF ．Adj．と田各 ｝

而
） 赴十 分 に混 じ，　、〕附 胃 Wate 「 ilτ

Oil
　
E 氈 ulsion と して 用 い

， こ れ を成熟雌 モ ル モ ッ ト背

部皮下 に． e．5ml宛 7 ヵ所注射 した、使用 し、こF ．　Adj，
は Freund の 処方／tこ や s 改変 を 加 え　毛の で， 亡 の 組

成 ほ
・ 流動パ ラ フ ィ ン o・5  ］

， 脱水 ラ ノ リン o．259 ，

結核死 菌青 山 B10   の 割で よ く混和 した もの であ る．対

照 と して 睾丸を剔出 した 雄 甲 ル モ ッ トの 腹 腔 を開 き肝臓

を剔帛 し
， 門静脈，固有肝動脈 よ り生 埋 食塩水を注射器

で注入 1・，　流出液 が 1丘直　桁び！ くな り，　殆 ど臓 器 固

有の 色を呈す る ∴
・
） L 請 、u、迄潅 流 した肝 を 乳剤 と し，

F ・Adl ・　を加 え て 注射 した 群，　F 、　Adj ．1．⊃み の 江射群，

及び無処署群を用い た。・れ 生表示 す れば，笏1 表 の 如
ノ　，　t．　t・　’
＼ こ ヨ

ト．「，

第 1表 　実験 方法

第 1 群

第 2 ’澣

第 3群

i4 群

・〔 ・・ 一
・ ・V 丸 ・L斉・

’
＋’・ ・V・・ポ i

　 　
t．
　　　　　　　　　

’
　　　

　
　
　　

　　
tt
　　　　

　　　．t．t
　　　

・ 胴 。 職 乳剤
．
＋ F，△ ，lj． 1

［t．　Adj ．　 　 　 　 　 　 　 　
i

無 処 置

　注射後約 3 週閏に 心臓穿刺 に よ り出来 る だけ採 ［爵Lしtt 、’
の ：e ，再び 心臓穿刺で空気を注入 して 栓塞死 を来 た さ し

め，腹 胖 こ 開 き約 2．5CI1の 長さ に 子 宮片 を左右 よ り 1片

．丿つ と り， 37℃ k二温 め た タ イ ロ
ー一ド氏1夜1i」 に 沈 め て 空気

罷送つ た．此の 遊離 r1禦 「

rを用 い て ，　Schultz・Dale （以

下 S −D 　と略 す ）試験 企行っ た． r 暫片 を タ イ ロ
ー

ド氏

液 ぞ 人れ た 80nil　Magnus 装置内に 懸垂 し ， こ れを37℃

恒温欟 ノ・rに ［削定 し［．」乱 ：温 め た モ ル モ ツ ト精子乳 醍 亢原
・
き漂茄 L

’
t’「「｝の 尸宮！i』収縮状態 を キ モ グ ラ フ ィ ン 上 に描

記 一しめ た・栄 養滋 剄 1振ニンS絶 え ず 酸素 を送 り， 尚，第
1 片 の 失険 ；こ 失敗 した 池1・に は，空気を送つ て保存 して い

・」第 tU｝
’

：使用 した ．注 力1」抗原 に ：
’
；
’
，蛋自含 暈 0．69 紺

の 精 r一乳剤 1蒲 液及 σ等 量 蛋白 含聖、）肝乳剤上膚液 を ，

一’itL．れ 0．bm 嶢 用 い た ．蛋白 ・r）測定 は LOQney −W 日旦sL

嵐
b’
に ；、っ た．　即 El， 陂倹 乳 剤 稀釈遠 沈 L清液 1。Om1

ごこ ，　2tt 厂U｝γ ノ ビ ア ゴ A 液 U．51n　U’L一軽 く混 和後，　 b　9 姐

ズ ル フ ォ サ リヂ ル 酸 2。5m1 混赤［し，　5 分後に光竃 比 色

し定量 した ．

　輪 ヂ 乳剤の 作製

　c） 精 管 e 副 睾 丸 と共 に 睾丸 よ り剥 離．

　2）　精管断端部 」
．
り注射暑陣で生 理 食塩水 豊重宜入 し．副

N 工工
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睾丸を膨隆させ る．

　 3） 副睾丸膨隆部に 小 切 開 を 施す．

　4） 精子流出液を 採 取 し て 遠沈，上 清 を捨 て ，沈澱物

に 生理食塩水 を 加えて 洗蘇 し，再び遠沈 して 精 r・の 沈澱

物を採 販 す る．

　5）　精了の 沈澱物を 乳鉢で磨滅 し，生理 食塩水で稀釈

す る．

　実験成績 S−D 試験成績を 反応の 強 ざ に よ り ， 陽性，

弱陽性 ， 疑 「場性 ， 陰性 の 四段 階に v
’

Jkけ た．モ ル モ ッ ト精

子 乳剤を 注加抗原と した場合 ， 鎗 撃表 の 如 く， 筋 1群 で

は ， 腸性 7例 ， 弱陽性 5例 ， 陰性 2 例で ，．陽性 率は 85．7

％ で あ っ た．鏘 2 群で は，13例 vlT1 例陽 性 を み，疑陽性

1 例で ， 他 の 工玉例は 総 て 陰性であっ た。第 3群では ， 全

例陰性 ， 第 4 群では，陽性 1 例，疑陽性 1例 を み ，
Katsh

の 実験と ほ 虻 相似た 成績 を得た ．

　　第 2 ．表 　S．D 反 応 　抗 原 ： モ ル モ
ッ ト精 子 乳 剤

　　 第 3表

．
丶 丶、　 　 　 反 応 1
　 　 　 　

セコへ　　　　　　 　

実 験 群　　
』．’丶．．一．．．．

S−D 反応抗原 ； モ ル モ ッ ト粁 乳剤

骨 　　十 ±

モ ル モ ッ ト睾 丸

乳剤十 F．Adj ．

計

反 1芯1

実験 群　　　　丶 、1
モ ル モ ッ ト睾 丸

乳 剤 十 F．Adj ．

廾

モ ル モ ッ ト
L
肝乳

剤十 F．Adj ．

F，Adj．

無 処 置

7

1

モ ル モ
ッ ト阡 乳

剤 十 F ．Adj ．

−

一
∩
り

1

o0 　 　 工4　 　 15

十

匹
り

10

00 　 　 10　 　 11

± 　 　 一

0

1

2

111

0　 　 0

蕊・．
肖

F．Adj ．

無 処 置

0

1

0o

0　　　 1

工4

13

8　　　 8

8　　 10

第 1図 　モ ル モ ッ ト睾丸 乳 剤 免 疫 モ ル e ッ トの 子 宮

　　　　で の S−D 試 験

0o

　 生 食 ： 生 理 食 塩 水 　　　Leber： モ ル モ ッ ト肝 乳 剤

　 Sperm ．a ： モ ル モ ッ ト精 子 乳 剤 　 　、

　第 1 図 は，第 1 群の 陽性例であ る ．

　 モ ル モ ッ ト肝乳剤 を注加抗原 と した場合 に は，第 3 表

の 如 く，第 ユ群 で は 15例中 1例陽性 ，第 2 群では 11例中

1 例陽性 ， 第 3 群 で は全 例陰性 ，第 4 群で は 1 例陽1生を

みた。

　第 1 君羊よ り心 臓穿刺 で 採 血 し ， 分 離画工清 を用 い て モ ル

モ ッ ト精子に 対す る 精子不動化作用 ，及 び沈 降反 応重層

法を試 みた．不動化作用 に使用 した 精子は ， 雄成熟 モ ル

モ ッ トに 心 臓穿刺 に よ る空気栓塞死 を来 た せ しめ．精子

818
−−1−−
91 　 iO

乳剤作製 の 場合 と同様 に して 精 子流 出液を採取 し， こ れ

を稀釈 し1ml 中精子数約 2000万の もの を使用 した：．使

用時間 は 栓塞 死 後 1 時間後の もの で 室温 で 行 つ た．先ず

沈降反応用試験管 に ， 0．2ml の 分離血清 を注入 した 後，

上 記精子液を 0．1ml 注 加 し， 滅菌硝子棒に て 攬拌 し ，

時間を追つ て 精子 不 動化迄観察した ．血清を非動 化 した

場合 ， 精子 の 不動化作用 は 著 明 でな い が
， 血清を その ま

N 使用 した場合，第 4 表の 如 く顕著な 差が認 め られ た．

ヌ寸照 と して ，第 2
， 3 ， 4群の モ ル モ ッ トそ れ ぞ れ 5匹

の 血 清で 同様実験を試み た が ，
30分後も ， 全例精子 は 活

発 に 運動 して い た ．沈 降反応用抗原に は，蛋白含量 0．6

9　i
’dlの 糟子乳剤 を原液抗原 と して使南した が 6例中 4 阿

腸性であ つ た．

　更 に，第 1群 の 空気栓塞で殺 した モ ル モ ッ ｝の ∫
 
宮 を

腟 と共 に 剔出 し，子宮頚管及び腟を鋏で切 り開 き，分泌

液 を 薄い 鉄製 の ヘ ラ で採取 レ， 20倍 の 生 理 食塩水 に 混

じ， 十 分攬伴 した．一
昼夜冷懴庫 に 入 れ た 後遠心沈澱

し，上清 を採取 し，血 清 と 同様 に して 精 1
’．
に 対す る 不動

化 作用を し らべ る と，第 5 表の 如 き成績をえ ， 明 らか な

差 が 認め られ た ．
　　　　　　　 尸

　　　第 4 表 　第 1 群 モ ル モ ッ ト 血清の 精 子 不 動

　　　　　　　化作用 及 び沈降反 応

＼ ミ時間 （分 ）
　 　 丶 、、　　　　　 5
番 号 　 　

’
＼ 丶．

　 　 　 123

十

10

4

　 　 130
　 ：沈 降 反 応

　　E
　　　 16倍

56

対 　 照

± i 一

十 　　 十　　十

4 倍

16倍

（
一

）

→

魄

→

（

−

〆

k

十 ： 活発 に 運 動 　± ： 運 動 性減 じ，約 半 数 に 運

動 な し　
一

： 全 精 子 に 運 動 な し
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第 5 表 　第 1群 モ ル モ ッ ト の 予 宮頚 管 及 び 陛 分

　　　　泌 液 の 精 子 不 動 化 作 用

、
　 　時闇 （分 ）

　 　 　
1・丶　 　 　 　 　 5

番 号　　　 ≧．丶、
　 　 　 i

1D

234

一
D

「
．

一 弓　…
　 　 対 　 　 照

＝

±

士

十

十

十

十

±

十

±

±

「
→

20　 　 30

±

十 　 　 十 　 　 十

一
ト； 活 発 に 運動 　± ： 運 勸 性減 じ，約

’
陰数 に 運

　 　 勤 な し　 一 ： 全 精 子 に 運 動 な し

生 食 ： 生 理 食 塩 水。
Sper 肛 1a 　1：　 モ ル ー

ヒ ッ 　ト精 子 孥L斉llを 子 宮 腟 晉「S夢子 宮

　 　 　 　 　 　 内腟 に 注 入 ．
Sperma　2：　 モ ル ・

七 ッ ト精 子 乳剤を 予宮漿 膜 画 に 接

　 　 　 　 　 　触 さ す ．

一 「
一

第 　 2　 図

一←し1ノ

　精子 で 感作 された 卵管や子宮 に 抗原たる精 チが接触す

る と掌 縮 が お こ り，そ れ に よ る 不 妊 の 発 生 も考 え られ

る の で ， 先 ず試 みに ， 馬，牛，豚等 の 異種 1皈青及 び モ ル

モ ヅ ト睾丸 乳剤 に ， そ れぞれ等量 の 生理 食塩水 書：加 え，

こ の 各 々 に等 量 の F ．Adi ．を混和 し，雌モ ル モ ッ ト背部

皮 下に 0．5m 夏宛 7 ヵ 所 に 注射 レ．約 3 週 後 に 殺 し腟 と

共 に 子宮 を 剔出 し，第 2 図の 如 き装 置 を作 り馬 】直L清 で 免

疫 した モ ル モ ッ トに は 馬 血清 ， 牛 拍1清で免疫 し た もの に

は 牛血 清 の 如 く， 免 疫 に 使 用 し た と 同様抗原 を，子 宮腟

部 や f宮内賭 に の み接触 する よ うに し て，了宮収縮 を し

らべ た 所，異種血清 に F。Adj ．を 加え注射 した 6例 屯，

同種睾丸 乳 剤 に F．Adj．を加 え注射した 3例 も反応陰性

で あ つ た．然 る に，こ れら抗原 を ， 子宮片の 懸垂 してし丶

る タ イ ロ
ー

ド氏液中に注加 し，　子宮 漿膜面 に接 せ しめ た

所，免疫 に 乕 い た と同 様の 抗原
「
ごは，第 3 ，4 図の 如 く

磯島の 実験 と 同 様顕著 な 収 縮 が み られ た ．

　第 1 群の 剔出乎宮 ぽ，精 ∫抗原が 子 宮漿 摸に 接触 L．て

は じめ て 子宮収縮 を お こ した．自然性 交時に 精 r・が 卵管

を通 じ腹腔に達 し， 子 宮 漿 膜面 に接 す る 量 は 極 給 て 少 な

い もの と考 え られ る．そ こ で第 1 群の S−D 試験 で，注 加

精子乳剤蛋臼含量 を既述の S−D 試験の
Lt

、ufi （O．069 ！d⊥）

に して 注加す る と子 宮取 縮は お こ らな か っ た．こ の 際，

第 4 図 豚 」匡清 免 疫 モ ・レ モ ツ ト の S．D 反 応

生 食 　： 生 理 食 塩 水．

血 清1 ： 豚 血 清 を 子 宮 腟 部 ・f一宮 内 腔 に 注 入 ．

血 清2 ； 豚 血清 を 子 宮漿膜面に 接触 さ す．

第 5 図 　“ ル モ ッ ト妛 丸 乳 剤 免 疫 モ ル モ ッ 1一子 宮 で

　　　　の S−D 反 応

紫 食 ： 年 理 食 塩 水

Sperma 　1 ：　tTt ル ーL ツ 　1・精 子 星，斉II（蛋 白 含 量 0．  69 ，Hl
　 　 　 の 0 ．5ml ）

Sperm ；t　2： モ ル モ ッ ト精 子 乳 剤 （蛋 白 量 O．6　si　i
’dlの

　　　 o．5m1 ）

更 に 10倍量 （9．69 畑 ）を注 rl1」す る と，第 5 図の 女IJく陽

性 を み た、

　考按　モ ル モ ッ ト睾丸乳剤 に F ・Ad ．i・をカ［ユえ て 雌モ ル

モ ッ ト に 注 射 して え た 血 溝及 び 頚管，膣分 泌液 に は 抗精

｝抗 体 が 存在 し顕著 な精
．r不 動化 作用がみ られ た．　 Kn・

tsh ：．よ 1
く

宮で の S−D試鹸で商率 に 陽性 を みた こ とに ．k り

免．［難 れ た モ ル モ V ｝・F宮は 縮 夜の 予 宮膣部 へ の 接触 に

／／つ て 収 縮 を起、し，そ の た め精子の 子宮内進入 を妨 げ，

次 で 受精卵着床 を 屯妨 げ る た め に不 妊 が発生 す る 可能性

を 唱 え た ，磯 島
簡

等 は モ ル モ ッ ト睾丸 乳 剤附 加 F ．Adj，

で彡t疫 した 雌 モ ル モ ッ トの 子宮 を 剔出 し， 子 宮腟部 ， 子

N 工工
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宮内里 にの み精子 を接触する よ うに して も子宮収縮は起

らな か つ た こ とよ り ，
K ・tsl・ の 説 を否定 した．私もモ ル

モ ッ ト睾丸乳剤附加 F ．Adj ・及び異種血 清附加 EAdj ．

を用 い て雌 モ ル モ ッ トを免疫 し，同様実験を試 みた が磯

島等 の 実験と同 様の 成績を 得 た．自然性交 で精子が卵管

響通 じて 腹腔内に 入 り子宮漿膜に 接触 す る と して も，そ

の 場合抗原と して の 量 は極め て 微鼠と思 わ れ る，第 5 図

の 如 く S−D 反応陽性 に は
一

定量 以 上 の 抗原の 量が必要

で あ り ， 白然性交 に よ る精子 量 で，子宮，卵管 の 収縮 が

起 る こ とは
一
応考え難い 様 に 思われ る．仮 りに ， 精子免

疫 に 基 く不妊 が存在す る と仮 定 す る な らば，精了接触 に

よ る子 宮，卵管李縮 に よ る とす る よ りも，む しろ，子 宮

内腔，頚管，腟等の 分泌液中の 抗精子抗 体に よ り精了が

処埋 さ れ て 起 る と考 え る 方が 妥当の 様 に 考え られる．

　 2．　 同種 睾丸乳剤感作成熟雌 モ ル モ ツ トの

　　　 妊孕性

　実験材料及 び奚験方法　モ ル モ ッ ト睾丸乳剤 に等量 の

生 埋食塩水を 加 え ，
そ の 量 に 等 しい F ・Adj ・を加 え て 混

じ，　501〕〜 650g の 成熟雌 モ ル モ ッ ト背部皮下 に 0．3

rn　1宛 5 力 听1主射し，10　H 間隔で 31唖注射 した．最終注射

後， 3ill後に 雄成熟モ ル モ ッ ト と同棲 さ せ ，2週 毎 に雄

をとりかえ た．対照 として モ ル モ ッ ト肝乳剤 に 生理 的食

塩水 を 等最混 じ，
こ れに 等量 の F・Adj・を混 じ，同様 に

注射 した 群．F 、　Adj．の み注射 した 群．無処置群 の 3 群

を用い た ．雌 2匹 に 雄 1匹 の 割 に 同棲 9 せ
， 最長6 ヵ 月

に わ た り観察 した．

　 実験成 績　第 6表 の 如 く，　モ ル モ ッ ト睾丸 乳 剤附加

F ．Adj．感 作群では，明 ら か に 対照 に比 し，不 妊数 が 多

く，妊孕率 の 低下がある．即 ちユ0匹 中妊娠 した もの は 僅

か 2例 で不 妊率 1・ま80％であ る が ，対照群 は 40〜16％で明

らか に有意差を示 した ．

　 モ ル モ ッ ト睾丸乳剤 に F．Adj．を加えて注射した上 記

実験群で不妊で あ つ た 8 匹 の モ ル モ ッ ト 血清及び対照実

　　 第 し1 表　　モ ル モ ッ 　ト 睾：丸 乳 斉1」附 加 ド．Adj 、免 疫

　　　　　　 セ ル モ ツ ト の 妊 孕 性

陣 難 嫐
1
梅 率

1113− 5

験群で不妊で あ つ た モ ル モ ッ ト 7匹 の 血1青を と り ・ 抗原

と して O．69 畑の 蛋白含量 を もっ モ ル モ ッ ト精子乳剤 さ

使用 し寒天内沈降反応 を試 みた．私 は Ouchterloney 氏

第 6 図 t ル モ ッ ト畢 丸 乳 斉晩 疫 不 妊 雌 モ ル モ ッ ト

　　　　血 清 で の 寒天 ゲ ル 内沈 降 反 応 （抗 原 ： モ ル

　　　　モ ツ ト 精子 乳 剤）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 a

」
−
メ

注射材料

b

モ ル モ ツ ト睾 丸

乳 剤 十 F ．Adj ．

モ ル モ ツ ト HfM．
剤 十 F ．Adj ．

01

F．Ad ！．

貯
1無 処 置

10
一

6
一

6

2　　 8G％

6　　 40％

433 ％

5　　 16％

C
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d

SP ： モ ル モ ッ ト精子 乳剤
S1：　血 1青　（1　寝）
s

，
： 』

’
ll
・e． 稀 釈 2イt

S3：　．前L盲書稀釈 4f音
s4： 功L清 稀 釈 16倍

平 欲寒天内沈降戻応
お η

に よつ た．即 ち粉末 SY天 （J．agar

＝ 光荊巨薬）129 ，：食猛盖（最辛屯） 8．59 ，窒イ匕ソ
ー

ダ 19 を

蒸留Jt〈1000ml に 加 え 1〔工〔〕℃ で 劉 分 間加温 し溶鮒 全る ．

溶解 し た寒 天 は シ ヤ
ー

レ （i　 sc約 9CUD　 I 佃 か に必要

な量である約 20ml に 小 わ け に す ろ．小 わ け に し た 寒

天 ゲ ル をあらた め て 100℃に 15〜20分熱 して溶 か し，訣

ず約 5ml を 永 平 な 台 の 上 に 置い てあ る シ ヤ
ー

レ に 注

ぐ，シ ヤ
ー

レ の 鷹面一
杯 に ひ ろ げ て一様 な寒天層 さつ く

り， 蓋 をして 室温 に 10〜15分放置 し十分 ｝こ か ＆ ま ら せ

る．シ ヤ
』

レ の 寒天 をか た ま らせ て い る 間 に
， イガ タ の

ク ボ ミ をっ くる試験管の 鬥 りに，シ リ コ ーン 〔KO88 仁

越化 学 ） を 塗 つ て ，水 を は じ く k ．ハ こ して 寒 ン 〕 試 験 蒜

壁一L こ び りつ くの
leV防 ぐ，寒人ガ か た まつ た ら ， イガ タ

」±疋 て ， 溶 け 、こ状態 に保 つ て お い た 残 りう寒 ヲ了J　15rrll

を更 に追加す る ．寒天 が シ ヤ
ー

レ 面 に ひ ろ が る よ う に し

て か ら 静か に 笙 温 に 15〜20分 間放置 し て 十 分に 寒天 ナ．か

た ま らせ た 後，しず か に イガ タを 抜 き とる．1L ≧や ｝．

う とす る抗原粕子乳剤 を i｝亡の イ
’
ガ タ の ク ）Jミミに ，Z

”
f

モ ル モ ッ トの 分離 1的禽♪．周囲の イ ガ タ の ク ボ ミ に ，　O，3

ml 分 漂 ず る．抗原 と抗血清 芭：入 れ 終 つ ，c 　itv， ン ノ ン 命

に 入れ て沈 降帯 が ビ リ わ れ 71乞入れて お く，2〔〕目間観 1≦
し沈 降帯 を 生 じな け れ ば 1簒怯 と した．対 照、荘「イく圧例1血i’fi
で は 全例陰性 で あ っ た が，モ ル モ ッ ト旱丸 TL剤附加 F ・

Adj ．免疫 じル モ ツ ト群の 不妊例の lf帽 では，8例 pb 　4 例

腸性 を示 した．陽性例 は第 6 図の 如 く 血抽稀叡 1倍 か ら

16倍迄 で あ つ た ．

　同礒睾 丸乳剤 に RAdj 、を 加 κ て ．成熟雌 モ ル t ツ ト

に 注射す る と，不 妊 を お こ す こ とが 出来k
’
が ，こ れは磯

島，働 tsh の 轅告 と略 同様の 結乗で あ る．更 に そ の 不妊

の 雌 モ ル モ ッ トの 半数 颪 ， 抗精 子抗体を も証明す る こ と

が出来瓦 ，

　　　　　 B．　不 妊症婦人 に 於 け る実験

　 原因不 同の 不妊症婦人 1Lっ rS 八ネ冂子融解液 よる皮内反

応，血清及び 頚管 季占液の 人構 子に Kl
’

る 1乍用 を 演 討 し

た ．

　 1）　人精子 融解液 に よ る皮 内反応

　 実験材料 及 び実 験方 法 　鮭 嗔人 よ り採取 し，」 ，数 ，

運 棚 一罠 ．・らノミ常　　．L と、』、ぐ丿 れ る h液 に 「上甲食塩訂逢

加 為 ら d
・に 混　 し ⊂，2〔〕分同放lk

’
　

’
k ガー一

セ ご1 過 し，
s’ef〕u鉱 ．ま

ヒ
⊂ 30分 ll」」丘 t し，流 査を 1与び ≠埋 芝｝ 水 に 造 濁

　　　 ，／
’
　 1山 ［」卜、．、こ途沈 した ．沈渣 を 抹収  

， 内属

一L理 食拙 小 て 稀訳 し， 数国凍結融断　．繰 り返し取 後 に 遠

沈 ［　 ．上言F琶 と り蛋 白合 u12 γt
’
nil に 稀 択 した ． 蛋 r1ε

蚤彗

1
よ　1．ootiey ・、、麁しlsh　ゴ去：こ 、亅こザ丿 冫こ宀　　こ れ、らrつ｛爪 f乍二

1
きこ総

一
⊂

寿｛k「丞「口勺　　ijてノ〆辷．　iL
一
ヒ1）宰甫了

」
鬲de角M’tt

炙i　o曜05ml　
》
亡1　堙き1メgC・1」［曲

　
ソ ベ ル ク リ ン 3卜破 断 こ注身r   15〜20分 嵐 、二紅暈r

膨払　発　の 自澱 を 1・’査 し た 、皮内又 応 を試 。廴 こ

’
丿の

高 ［
．’
代の 未婚婦 入2〔〕人， 面

’
婦 人20ん 幕酬 臨 曲

湶，排卵期 の 頚 L 、
：
粘1’7 屯 ， 粘稠 反 ，羊 幽丈畆晶 ． 唄 管粘

疲細 凶見 養 （パ ー．
ト・でン フ 亠ジ ヨ ン 寒天培地で24時間培

養 ），月謹 「［LL結隊 菌培養 （・卜川培地 で 8週間培養），子宮卵

管造影 汁及び 夫の 柄披 量，精 子 数，運 動性 ， 奇 形等 の 点

で 1舶勺所 見 ft 認 め な い 25〜35才の 婦 人 で，しか も，3P

以上 の 不 妊婦人 20人 1｝．
”一

い 〔行 つ た．

　実験成 績　皮 内反応 を紅最 ，罵疹 に 分 けて 検査 した 竃

簗 覧　8表 の 通 り，三 者 間 に 有意差 は な い ．数値は長饅

と短径 の 和 の 平軋値 で　 る．

　紅量で（”」、，
．i’代 つ 未 婚 婦 人 は o．95n“1．55CM，経産婦人

は 0・95〜 1、6じ1］］，　不ta−　ri　xff人 は   。95〜 L5 （：iltの 中 に あ

り ， 為　差 を 認め 彳，1 ない ．膨 多で は，十代の 未婚婦人 ぼ

 。5〜1。05CI］1， 経産婦 人 ：」：O．45〜1．05cm
， 不 妊 野 婦 人で

は O・5−．1・05cmの 中 ll・二　つ て ，三 者間 に は 』 7
， 8表 一一一

小 す如 く有宀
’

じ認 ）得な オへつ た ．

　原因不哄不 ikl⊥ 帰ノk　 r
く
陸 嬬人，卜代 り 太 婚 婦 人 C，“精子

融角1・夜 に よ 孑
幽
「1建内！廊 蔭ゴ試・メ

’．
び 3 者間に 絢　差 声二く，

］ll然性 k ：　 ∂ 騰迂 膚 畑 じて の 所 冂経腟免 。εに皮内反応

の 成績 が レ み イし）‘atidiど存在 し！」 な い もの と思 わ 乳 る．

　2） 血済の 人 精子 に 対す る影 響

　実験材料及 び実験方法　±）の 場 ／ と同条件 の鮭康人 よ

り採 取 した粕液を 20分 園放置 し た 後ガ
ー

ゼ で 濾過 し生理

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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鍾佃

　　 第 7 表 入 精 子 融 解 液 に よ る 皮 内 反 応 （紅暈 ）

数　io・91；盈i二D
　
．

　　　　　　　　　　　　．　．　　1　　　　　．・，・・一… 1・・U
−
・・… 2・一・ ・1… レ … 1・…

一・・rll・5・
一

・
堕」

不 妊症 婦 人 20人

経 産 婦 入 20入

十 代 の 未婚 婦 人　　2G人

1 5

3 Dd

1　 　 　 　 3

4

2

8

3 5 2 o

4

3

3

3

4

1

1

1　　
旨

　 　 一1

第 8 表 人 精 子 融 解液 に よ る 皮内反 応 （膨 疹）

1 ［・ 数
… 1
謡

・

画 ・・1・ 61恥 ・・ i… レ 呻 ・・一唖 91
：

… L ・1− … 1
不 妊症婦人

経産婦人

十 代 の 未 婚 婦 人

・咽 ．
・ 　

5
　

1

20　人

・・ 州

2

1

9 　　　　　0　　　　　22

4

2

3

ユ

5 2

8 3

r
− 1 「

3 2

食塩水で稀釈 し，
1 皿 1 中精子数2000万 とな る よ うに し

た 懸濁液 を用 い た，

　現在 の 検査 方法で原因不 明 不 妊症婦人 の 」血清，経産婦

人の 血 清及 び ＋代の 未婚婦入の 血清を用い た．以 ヒ3者

の 血清 を室温で小試験管に と り
1t3

量 の 上 述 の精 子 懸濁液

を注 ぎ時間を追 つ て精子運動 に 対す る影響 を観察 した．

　実 験 成 績　不妊症婦人の 血清は，その ま S ，或 は非動

化 して 用 い た が 両者間 に 差が な く， ま た 不妊症婦人血 清

と他の経産婦人及び未婚婦人の 血 清間に も精子運動 に 対

す る作用 の 点では，第 9表に示す如 く有意差が み ら れ な

い ．

（〔つ

不 　 妊

婦　 人

経 産婦

i画 ．鯉 酬 ・ 半 ・噂 ・・

　 6　　　　 　　　 1f蒔間

　　　　　　　　　　　　〜　　　　　3時間
　　　　　　　　　　 12時間7

　　
rO63

3 時間

10．5時 間

　 〜
11．5時間

大 部 分 の 停止

14時 閭

　 〜
15時 間

14時間
　 〜
15時 間

昧 婚 1 百蒔間 12時 間 14時間

（d ）

第 9 表 血 清の 人精 子 に 対 す る 影 響 （a ）

11
−　．一一＿

不 　妊
婦 　 人

幽 i魁 … 騨 数・ 酬 ・ ・ 分 ・ 魁 1

経 産 婦

陳藩

129

」

ユ

21

2．5時 間

　 〜
3 時 間

2．5時 間

　 〜
3 時間

3 時 間

10時間

　 〜
11時 間

10時間

　 〜
11時 闇

10時 閥

14時間

　 〜
15時 間

1
14時 間

　 〜
15時間

］4時 間

1症 例
1
停 止 の 開 始

1
約 轍 の 停 止 嫡 〜分 の es・E．

I　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　 I

不 　妊
婦 　人…

一
　8
　 9
　 10

経 産 婦

7

　 8一
丁

2 ．5時 間

秉
『
婚

2．5時 間

9 時 闇

　 〜
10時 間

9 時 間

　 〜
10時 問

2．5時 間 9 時 闇

12時・間
　 〜
13時間

12．5時間

　　〜
13時 間

13時 間

（b ） （e ）

陣 厩 ・ 魍 継 ・ ・ 停 琳 ・・壅
・ 停 ・

．
不 　妊
婦 　人

経 産婦

i未　婚

4
　　　 2．5時 間
5r
・
．

M一

　 4
一

2
一

2．5時間

2．5時 間

10時 間 　　　　　　13時 間

　 〜　　　　 〜
　　　　　　14時間11時 間

10時 間

　 〜
11時 間

1塒 闘

13時 間

　 〜
14時 間

14時 間

陸 ・ 「聖 ・壷 半 数 ・ 瞬 ・・分 ・ 停止
1

不 　妊
．

婦 　人

経 産婦

11
　　　 2時 間

12910

未 婚［ 5

9Lve間　　　　　　14時 間

　 〜　 　　　 1
　　　　　 14．5時間10時間

2 峙 闇

、時間 1
9 時 間

　 〜
10時間

114騨
　 14．5時 間

9時 間 ユ4時間

N 工工
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（1 ）

妊

人
．

　

　
一

不

婦
」

症・ 停 止 嚇 瞬 数 ・ 酬 ・｝｝is分 孵 i・
．

1314

II

経 産 婦

11

　 　 　 　 12

丞一．臺 ｛ 二

1．5時 間

　 〜
21r与問

15 時 問

1．5時 閤

10時 問 　　　 14時 間

　 〜　 　 　　 〜
11時聞 　　　 15時 閭

10時 間 　　　：14．5時 間

　 〜　　 1　　 〜
1］lrij，　IF”　　　　 1　 】5時 閤

10　iiぴ　fi封　　　　　　　　　　　　@1　5　トe，f　

例

1 葬

o 産婦

未　
婚

D − i 「 　

　　（9 ）
@ 　　　 　 　 停 TH の 開 始約 半 数 の停

大 歸 分 の 停 r 』 　 　 　 　 　　　 9
間　　　13 時闇 　］

．
5時 間

　 　 〜 　 　 1 　 　〜　 　 　 　 　 　 10 時 間 　　　　 　

　　

　

　　14 時

14 1 ． 5

問

C5
間 」

，。。
時 間
　〜 10
闇 1

條ﾔ

@ 〜

3 ． 5

間 1

條 ﾔ （ h） 不 　妊 婦
人

経
産
婦

糊
1
配

蹴…絆

・停

・娜蛎

18

  1
−
時問

62
聞
｢　婚1

810 時

間
　〜 11 時間 エ4 蒔商

〜 15 時 開 十 分攬伴し ，一 昼 夜冷 蔵庫に 入
れ

た後

心 沈 澱し上清を と り，その液に既述の方 法 でつ くつ

精 子懸 濁液を

塵 淀 ぎ室温で時間を置 いて ，精子運動が停止する迄の

間 を観察し た、 　寞 験 成

　第 1  表 に示す如く ， 不 妊 症婦人と経産婦 人 との間

有 意差を 見 出し得ない ． 　 以 ．Lの 実 験成績の承 す

く ， 不 妊症 婦 人の頚管粘 液及 び 血

の精广運動に対する作用は経産婦

及 び 未 婚 婦 人 のそれとの間に有意差を認め 得 な い。 　 　

　　　　　　 考鮟 及 び結 論 　 モ ル モ ット 睾 丸乳 剤
，F．　Adj．を加えて雌モルモット　　第10 表　頚管粘液の人精子に対する影響（a）l−tt 　　　t−　
　　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　

　　　 　

　 　
　　　 　

　　 　 　　　　　 　

t　 　

@ 症 刎 停止 ・
辭 数 ・
大緬・停止 10 時 間
　 〜1 時問 2

間 1

A5 時

駈三

　1
　 　
@1 不

妊 　
　

　
　
　
　 　1

間 婦　人

@　　12ｳ

引疇・

條ﾔ 9

寺間 1
條ﾀ

〜

51 寺闇 　 　9亨

一1 一欝1 司 14，5時1綴13時聞　〜13，
條 ﾔ13 繭 一 1 ユ 3 ．輛113 時

間

（b ） 　　　 　

　 　（ j

　 　 　

　　

　　

　 　　 　 　

　　　　

　　 　

　　　
　 　
症例1 停

の開賎
半 数
停Lヒ 療

附の停 止

　 　

　　　
　1

；12 時

産婦

18

　 婚　
2 ［町

2時問 9 時間 　 〜 10

問 9 時

間
　

〜
ユ0時間 10 時間 ユ4 時 間 　　〜

時間 14 ． 5 時間 　〜 15 時間 14 ．

椁  不　妊 ． 婦 　人 寧．pr ・ ・ 開 ・ 約柳細

鮒 ・停 ・エ ・ 1 職

　9騨　13 騨 　 5 　 　 　　　 　　

9．5 時間 　 　13 ．5 時間 　不妊症婦人，経 産 婦

，　十 代の未婚 婦人 の 血 清 を と り，抗 糖 子抗 体 に よ

精子不勳化 作用 を検ぺたが 脊意 差 は 認めら れ なか

た 。 　 3 ）　 頚管粘液の 人 精子 に対 す る 影響 　

験 材 料 及 び 実験 方法　 不 妊症婦人 及 び経 産婦人の排

期 の 頚 管 粘液 を 採販す る た めに， 外 陰部 を 1 ％ オ ス バ

悼

t

消し 後

滅
乾
燥た

鏡

で

宮

腟

部

を

出，

減
菌
乾

し

た
脱

綿

で

回

清
拭

た後，

宮頚管内 にツベ ル

リ ン注射器の 先
を挿入し て，子宮頚管粘液
  ｻ れ ぞれ採取し，これ に

{暈 の 生理食 塩 水 を 注ぎ， 間一

馴

1

孑
衙

．

時

1 　 一

り042
　 一 一

一 　． 婦

食 産

経．生

i（⇒

椁竅@ 　

13時間

@
〜 　 　

　〜 9 ．

條 ﾔ
　13 ．

條ﾔ9 時

　 　
13。 5

閲 1 翻 停

・瑚 鞴

嘸 L 「
紛 ・漸
ρU　

妊 入 不 婦 　　 　　5 …

産

婦

　

　

　
6

星提「
… ヂ L

條ﾔ 1

． 5時間
D5 時聞
1 ．霸 澗

． 5時間
嘛問亅
ｫ3 ．5 時

　

1
條 ﾔ13

，5 時

　 〜
ユ 4
間 1

D5時間

id）
s 　
婦　人

．一一＿ u症・ 痢

・ i 約
半
数噂 止 … ・ ・ 蹴 脱 890 ． 7 　　ユ 経 産婦
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（e ）

彌
一

雛 あ・ 始 睡 数 ・ 劇 大 音附 ・ 魁

　 　 　 　 11
不 　妊
婦 　人

112

経 産婦

生 　 食

9105

2 時 間

2 時 間

8 時 閥

　 〜
8．5時間

8 時・聞
　 〜
9 時 間

2 時 間

13時 間

　 〜
14時問

ユ3時 間

　 〜
亅4時 間

8 時 間 13時間

（f ）

「症例停 止 ・ 開 ・
1
絆 数 ・ 停 琳 ・吩 ・ 魁

1

不 　妊
1
婦　人

ユ3
　 　 　 1．5時 間

14

経産婦

1112

生 　 食 　　6

1．5時間

　 〜
2 時 間

1．5時間

　　　　　 13．5時 「飼

．−
1

　　　　　　　〜9 時間
　　　　　 14時間

9 時闇
　 〜
9 ．5時 闇

9 時閭

　 13．5時 間

　　　〜
　 14時間
i−
　 14時 間

不 　妊
婦 　人

　　　　　　　　 （9 ）

陣 1停遡 卵 半獅 ・
1

大 ・・塑里
　　　　 1．5時 闇 　　　　　　　　　　　　　13．5時 間　 15
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9 時 闘　 　 　 　・〜　　　　　　〜
　　　　　　　　　　　　　　　　 14時 間　　　　　2 時間　 16

経 産 婦

1言
一

生 　 食

147
1．5時間

1．5時聞

（h ）

8．5時 間 　　 13時問

　 〜　　　　　 〜
9 時間 　　　　1、4巨寺間

8．5時 問 　 　 13時 間

1
症 例

i．．
　 17

停 止 の 聞 始 約 半 数 の 停 止 ．大 部分 の 停 止

不 　 妊

婦 　人

経 産 婦

］8
2 時 間

『
」

・
ρ
U11

9 時 間

1生 食　 8

2 時 間 9 時 間

2 時間 9 時 闇

13．5時間

ユ3時間
　 〜
13．5時 間

13時 間

（i）

絆 脚 趣 ・分・ 停・

た ．精子乳剤 を抗原として ， 剔出子宮で S−D 試験を行

うと抗原が 子宮漿膜 （夕陋 ）に 接触すると子宮収縮が お

こ る が，こ れ に も
一定量 以 上 の 抗原量 が 必 要 で あ る．他

方，同
一

抗原を腟 ， 子宮腟部，子宮腔内に の み注 い で も

子宮収縮はお こ らな い．同種睾丸乳剤 に F ．Adj ．を加え

て成熟雌 モ ル モ ッ トに注 射す る と．か 丶 る動物 は 高率に

不妊 とな る が 7一宮を以 つ てす る S−D 試験の 結果 か ら，

子宮及 び卵管 に精子が接触 して 拳縮 が お こ つ て 不 妊 を招

く と は考え られ ず ， ．血清 中の 抗精子抗体 が 子宮内， 頚

管 ， 腟 等の 分泌液中に移行 し，
こ れ が 精子の 不動化 をお

こ して不妊 を惹起す るの ではない かと考えられ る．

　他方 ， 感作 ざ れ た 子 宮 は 受精卵 の 着床 に 如何に 反応す

る か ， こ の 点 が未 だ 明 か でな い の で 今後組織抗体等の 検

索 に よ つ て 解明 しな け れ ば な らな い と思 う．

　以上 は 動物 実 験成績 に よ る考按であ る が ， 人 に就 い

て，原因の 明か でな い 不妊症婦人の 人精 子融解液に よ る

皮 内反応及び血清，頚管粘液等の 精子に 対す る作用を検

べ た が経産婦人 ， 未 婚 婦 人 の 対照 と全 く差 が み られなか

つ た．e れ は 自然性 交時に は 性器 か ら吸収 さ れ る精子抗

原 が少な い た め に，抗体 の 産生 が 極 めて 微量な た め では

ない か と考 え られ る ．従つ て 人では卵管，子宮腔，頚管，

腟等か らの 分泌液の 精 」
二

に 対 す る作用 か ら不 妊症 が発生

す る こ とぱ考え難い ．

　 稿 を 終 る に 当 り，終 始 御懇 篤 な 御指 導 と 御 校閲を 賜 つ

た 恩 師加 来 教 授 に 深 謝 す る と共 に ，種 々 御教 示，御協力

い た だ い た 九 州 厚生 年 金 病院大谷博 士 に 感謝致 し ま す ．

　 尚本 論 文 の
一部 は 第 13回 日 本産科 婦 人科 学 会総会 ， 第

11回 日本 ア レ ル ギ ー学 会 総 会 ，第 11回 日 本産 科 婦 人 科 学

会九 州連 合地 方部 会 総会 に 於 て 発表 し た．
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